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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

★感染症対策のため、講演などを中止・変更する場合があります

①画材の実験室～すみをさわる、作る、えがく
　「すみ」に注目して、木炭と墨を日替わりで実験の
ように画材の特性を学びます。
時�〈木炭編〉�3月14日（火）・16日（木）・18日（土）�

13：00～16：00
　〈墨編〉�3月15日（水）・17日（金）・21日（祝）�

13：00～16：00
師メグロアソビ冒険隊ほか
￥当日の観覧券が必要（感染症対策
のため人数制限する場合あり。未
就学児は保護者同伴）

1970年代以降の作品を中心に
コレクション解体新書Ⅱ

目黒区美術館ワークショップ春

場問�目黒区美術館（目黒2−4−36　区民センター内、��
☎3714−1201、F3715−9328）

②③の申し込み方法
　2月25日から（②は３月６日〈必着〉まで）、申込先H（コード❶）、ハガキ（参加
希望内容②または③、③は希望日、住所、電話、Eメールアドレ
ス、参加者全員の氏名、中学生以下は年齢・学年を記入）で、目
黒区美術館（〒153－0063目黒２－4－36　区民センター内）へ ❶

時2月18日（土）～3月26日（日）10：00～18：00（入館は17：30まで。月曜日休館）
￥一般700（550）円、高校生・大学生・65歳以上550（400）円、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金
※障害のあるかたと付き添い者1人は無料
〈区民割引〉�区内在住・在勤・在学が分かるものを提示すると団体料金で入場できます（他の割引と併用不可）

　目黒区美術館は昨年１１月に開館３５周年を迎えました。
　昨年の展覧会「コレクション解体新書I」に続く第2弾として、所蔵作品の中から、李禹煥、高松次郎、
宇佐美圭司、村上友晴、川俣正などの作品を収集経緯やエピソードをまじえながら紹介します。

場問�目黒区美術館（目黒2−4−36　区民センター内、��
☎3714−1201、F3715−9328）

宇佐美圭司
〈Ghost Plan in Process：Profiles〉
1972年、アクリル塗料・木、目黒区美術
館蔵、目黒区美術館での展示風景（1992年）

　区内でのイベントなどを、写真を中心にお伝えします。
問広報課区報係（☎5722－9486、F5722－8674）

20歳の皆さん、20歳の皆さん、
おめでとうございますおめでとうございます

二十歳二十歳（はたち）（はたち）のつどいのつどい

美術の基本
②画材の実験室・特別編～手作り木炭であそぼう
画材の実験室で取り上げる木炭の特別編ワーク

ショップ。さまざまな木炭を作り、作品を作ります。
時3月19日（日）13：00～16：00
師京都芸術大学教授　森本玄氏
対小学生以上
定15人（抽選）
￥参加費など1,500円
③オンラインで美術館～うちんち！ぺちゃくちゃミュージアム
　会議アプリZoomを使用してオンラインで作品
鑑賞するなど、美術館を楽しむプログラムです。
時3月11日（土）・12日（日）9：30～10：00
師メグロアソビ冒険隊
定各10人（先着）
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目黒区からの情報を発信中！

※めぐろ区報電子書籍版は、多言語でご覧になれます。Meguro City Newsletter e-book version is available in multiple languages.
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希望者は
当日
会場へ

国際交流ボランティア
オンライン講座
問�目黒区国際交流協会�
（☎3715−4671、F3715－4672）

時3月12日（日）10：00〜12：00
内各団体のボランティア活動を紹介
　⃝区内の日本語学習支援・国際協力団体
　⃝めぐろボランティア・区民活動センター
　⃝目黒区国際交流協会
定40人（先着）
申専用H（コード❸）で、2月15日〜３月8
日に、目黒区国際交流協会へ ❸

　区内で外国人支援や国際交流などを行っている
方々のボランティア活動の経験談を紹介します。
会議アプリZoomを使用して実施します。詳細
は、問い合わせ先H（コード❷）をご覧ください。 ❷

20歳の皆さん、
おめでとうございます

二十歳（はたち）のつどい

　参加者の代表による「二十歳のことば」では、周りの方々への感謝や今後の決意が述
べられました。

　「二十歳のつどい」を２部制で開催
し、970人のかたが参加しました。

１月９日
(成人の日

)


